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○日程 

１日目 ３月５日（土） ２日目 ３月６日（日） 

６：３０ 

７：１５ 

８：１５ 

９：３０ 

１１：３０ 

１３：００ 

１７：００ 

２１：４５ 

２２：００ 

三木北高校を出発 

伊丹空港到着 

伊丹空港から仙台空港へ 

仙台空港到着  バスで南三陸町に移動 

南三陸町 さんさん商店街で昼食 

交流会① 

ホテル到着 入浴 夕食 自由時間 

ミーティング 

就寝 

６：３０ 

９：００ 

１０：００ 

１３：００ 

１５：３０ 

１７：００ 

１９：００ 

２０：４５ 

２１：４５ 

起床 朝食 

震災を風化させない語り部バス 

交流会② 

昼食と交流会③ 

志津川高校を出発 

仙台空港到着 夕食 

仙台空港から伊丹空港へ 

伊丹空港に到着 

三木北高校到着 ミーティング 解散 

 

 

 

昼食を食べた「さんさん商店街」。いろい

ろなお店がありました。 

 

志津川高校の佐藤先生、松井先生と 

昼食を食べました。 

 

メニューはお任せ。地元の海産物がたっ

ぷり入った海鮮丼定食です。 

 

おいしいものを食べ、地元の人と触れ合

う。今回の遠征の目的の一つです。 

 

フードコート。各自で食べたいものを買

い、持ち寄って食べました。 

 

モアイの前で集合写真。そういえばこん

な写真撮ったことなかったよね。 



 

志津川高校・根本先生。南三陸町の現

状とこの交流の意義について教えてい

ただきました。 

 

「復興はまだまだです」、「また来てくれ

てありがとうございます」 謙虚に、そし

て優しく語っていただきました。 

 

志津川高校校門付近。２年前と同じ場所

から撮影しました。土の山が印象に残り

ました。 

 

グランド横には２年前と変わらず、仮設

住宅がありました。 

 

２年前に一緒にトレーニングをした仮設

グランド。そのまま残っていました。 

 

集合写真。引退した３年生もわざわざ来

てくれていました。ありがとう！ 

 

宿舎で夕食。ホテルの方のお心遣い 

感謝いたします。 

 

松井先生・佐藤先生をご招待しました。 

 

 

お腹がいっぱいになりましたが・・・ 

もっと食べないと大きくならないよ。 

 

２日目の朝。海は静かでしたが、天気は

雨でした。 

 

朝食会場。朝からおいしいものがたくさ

ん並んでいました。 

 

夜更かししたのか、少し眠そうです。食欲

もイマイチですね。 



 

志津川高校の３年生、西城キャプテンに

語り部をお願いしました。 

 

町にかかる橋。以前と変わらず仮設の

ものでした。 

 

防災庁舎。周りの風景は変わりました

が、そのままでした。 

 

町の中は高い土の山ばかりでした。 

昔の道路が埋まっています。 

 

２年前に石拾いのボランティアをした

畑。作物を育てるにはまだまだ時間が

かかるそうです。 

 

町の高台には今も多くの仮設住宅が残

り、不自由な生活をされている人がたくさ

んいらっしゃいます。 

 

昼食。よく似ているというか… おとなし

いというか… もっともっと時間が必要で

したね。 

 

南三陸町社会福祉協議会代表の方に

三木北高校を代表して、義援金を手渡

しました。 

 

志津川高校野球部保護者の皆さん。 

おいしいカレーライス、ありがとうござい

ました。 

 

「志津川高校」と印字されたボールをい

ただきました。 

 

特製缶バッジをいただきました。みんな

カバンにつけてますよ。 

 

集合写真とメッセージ色紙をいただきま

した。もらってばっかり… 



 

ごちそうさまでした！本当にお腹いっぱ

いになりました。 

 

志津川野球部唯一の１年生。一緒に

「未来へ」つなぎましょう。 

 

佐藤先生のあいさつ。言葉の端々に優し

さと強さを感じました。 

 

オクトパス＝置くとパス。ほんといただい

てばかりですね… 

 

顧問は２回目ということもあり金色、部

員は赤色のものをいただきました。これ

で合格間違いなし！ 

 

松井先生のあいさつ。この交流の大切さ

を再確認するためのお話でした。ありが

とうございました。 

 

志津川高校校舎前で出発前の集合写真 

 

また、来年！ 三木北で待ってます！ 最後にやっと明るい顔

になりましたね。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

＜＜編集後記＞＞ 

宮城と兵庫を行き来する交流はこれで５回目。「続けることの大切さ」を胸に今回の志津川遠征を計画

しました。現地の方々との触れ合うことで“優しさ”を感じ、被災地の現状を知ることで自分たちの“甘え”を

感じ、そして野球というスポーツの“素晴らしさ”を感じた２日間でした。ありがとうございました。  （Ｔ．Ｉ） 

 


